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論 文 内 容 の 要 旨 
Jonesによる, Hecke代数を用いた Laurant多項式型の絡み目不変量(HOMPLY多項式)の導出に
より,表現論と絡み目不変量の間には密接な関係があることが見出された.  
これはMarkov・トレースと呼ばれるHecke代数上のある性質を満たす写像を仲介することによ
りブレイド群の元に対して Laurant多項式を対応させて絡み目の不変量が得られる,という図式にな
っている. その際,変数の片方を特殊化することにより Alexander多項式と呼ばれる,不変量が復元さ
れるのだが,特殊化の際にある種の特異性が発生しており,それを打ち消すためにMarkov・トレース
の既約指標による展開に現れる係数を見る必要がある.この係数をウェイトという. 
 さて, Jonesの理論における Hecke代数は対称群の場合に対応しているが,有限鏡映群の場合に対
応するのが Ariki-Koike代数と呼ばれるものである. Ariki-Koike代数のMarkov・トレースが存在す
ることが Lambropoulouにより示されている. 一方, 絡み目には対称群が対応していたのに対し,有
限鏡映群には混合絡み目とよばれるものが対応する.  
 そこで,申請論文において,混合絡み目の場合に Alexander 多項式に相当するものが存在するかど
うかについて調べた. 具体的には Geck-Iancu-Maleによる Fourier 展開公式を用いて特異性を解消
しうることを示した. これにより混合絡み目のAlexander多項式の類似物を定義した. さらに, ソリ
ッド・トーラスに対する捩れ部分を解消することで通常の絡み目が得られるが,それに対する(従来
の)Alexander 多項式との関係を調べ,両者の間にある一般的な関係式が成立することを示した. 
 
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 結び目・絡み目の研究は，近年，数理物理や表現論とも密接に関連して，さらなる発展を遂げつつ
ある．特に，アレクサンダー多項式・ジョーンズ多項式等の不変量の研究は，その中心テーマである．       
本論文では，３次元球面内の通常の絡み目ではなく，３次元ソリッド・トーラス内の絡み目（混合
絡み目）の不変量について研究している．通常の絡み目の場合には，ジョーンズ多項式をうまく特殊
化することによりアレクサンダー多項式が得られる．混合絡み目の場合には，Lambropoulou が有
木・小池代数に対してマルコフ・トレースを構成しており，これからジョーンズ多項式の類似物が得
られる．ただし，これを特殊化することによりアレクサンダー多項式の類似物まで得られるかどうか
は，これまで知られていなかった．それは，特殊化の際に現れる特異性が見かけの特異性であること
の検証がされていなかったからである．これを検証するには，マルコフ・トレースの展開式に現れる
係数（重み）の解析が必要になる．本論文では，これを精密に計算し，Geck-Iancu-Malle の結果を
用いて，特異性が解消されることを証明している．これにより，混合絡み目のアレクサンダー型多項
式が存在することが示された．また本論文では，このアレクサンダー型多項式と，混合絡み目から定
まる通常の絡み目に対する従来のアレクサンダー多項式との関係を調べ，ある関係式を示した． 
以上のように，本論文は混合絡み目の不変量に関して新しい知見を与えるものである． よって，
博士（理学）の学位を授与するに値すると審査した． 
